
 

                

 

 

小比企町の農のある風景を将来に引き継ごう！ 

～八王子市初の「農の風景育成地区」に指定～ 

 

都市の貴重な農地を保全し、農のある風景を維持していく、東京都「農の風景育成

地区」に、小比企町が指定されました。 

「農の風景育成地区」は、まとまった農地や屋敷林を守り、地域のまちづくりと連

携しながら農のある風景を将来に引き継ぐために、平成２３年度（２０１１年度）に

東京都が創設した制度で、現在都内で７地区が指定されています。 

小比企町は、『「農がつながり、農がめぐるまち」〜４００年続く肥沃な農地を１０

０年先までつなぐ〜』という目標を掲げ、幅広い世代の人々に小比企町への愛着を深

めていただくことを目指し、今後さまざまな取組に挑戦してまいります。 

 

【小比企町「農の風景育成地区」の概要】 

１ 名        称 

第八号小比企町農の風景育成地区 

２ 指   定   日  

令和８年(２０２６年)７月１日 

３ 指  定  区  域   

別紙（構想図）のとおり 

４ 指定までの道のり 

  地区指定に向けて、令和５年度（２０２３年度）から農業関係者や町会長などが

参加する「小比企地区の農地を活かしたまちづくりに関する地域懇談会」を実施。ま

た、 “KOBIKI TIMES”、“Kobiki Journal”の発行や『こみちのマルシェ』の開催な

ど、地域の意識醸成とともに、地元の農的資源を活かした社会実験に主体的に取り組

んできました。 

５ 指定後の取り組み 

小比企町の農の風景を残していくために、農家が「解決・継承・挑戦したいこと」 

を３０の未来構想アイデア（別紙）に取りまとめました。今後実行委員会などを立ち

上げ、本制度を活用しながら、地域の方々の豊かな生活と持続可能な都市農業の実現

を目指し、アイデア実現に向けた取組を地域一体となって進めてまいります。 

 

＜問合せ＞ 都市計画部都市政策課 都市づくり担当課長 福士  

電話０４２－６２０－７３０２ 

令和８年（２０２６年）７月１日  ニュースリリース 
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アイ デアを考える 8 つの方針
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タ イ ト ルの文字を 面白く ・ 小比企ら し さ

小比企の農家さ んと 作っ た

農地の風景を書き込む

別紙―１　構想図


